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分類不
能の職
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東京以外 0.8 0.0 5.0 6.8 9.0 3.2 1.6 2.0 70.4 1.2 100.0
東京 0.0 0.0 7.3 7.3 28.0 2.5 0.0 3.3 51.5 0.0 100.0
合計 0.8 0.0 5.2 6.9 10.1 3.2 1.5 2.1 69.2 1.1 100.0
東京以外 10.0 0.0 9.6 13.7 7.4 2.3 1.0 3.5 51.3 1.1 100.0
東京 20.2 0.0 14.1 15.8 9.5 4.1 0.0 2.7 30.6 3.0 100.0
合計 11.0 0.0 10.0 13.9 7.6 2.5 0.9 3.5 49.4 1.3 100.0
東京以外 15.2 0.2 13.2 17.8 5.2 2.6 0.6 4.9 39.3 1.0 100.0
東京 24.9 0.0 16.8 21.6 6.0 2.5 0.2 2.9 23.0 2.1 100.0
合計 16.3 0.2 13.6 18.2 5.3 2.6 0.6 4.7 37.5 1.1 100.0
東京以外 16.3 0.3 15.8 18.1 3.8 2.3 0.5 5.7 35.8 1.2 100.0
東京 21.0 0.3 21.0 22.3 4.2 2.0 0.1 4.0 22.7 2.3 100.0
合計 16.8 0.3 16.4 18.6 3.9 2.3 0.5 5.5 34.4 1.3 100.0

20-24歳

25-29歳

30-34歳

15-19歳

第５章 東京と東京以外の若者の働き方 

 
 続いて本章では、東京と東京以外の若者の働き方の違いを把握する。なお男性正社員、男

性フリーター、女性正社員、女性フリーターの４カテゴリーに分類し、年齢や学歴とクロス

した中で、地域による差が大きかったのは職種、就業日数（省略）、週間就業時間であった。

以下は、男性正社員、男性フリーター、女性正社員、女性フリーターごとに、年齢および学

歴を統制した地域による違いについて記述し、特に差が見られた図表のみ掲載する。 

 
１．職種 

 はじめに職種について検討する。どの職種でも地域による違いがみられ、専門的・技術的

職業従事者が東京で多く、技能・労務従業者は東京以外で多かった。 
 特に男性正社員を年齢別に見ると、10 代後半層で東京 51.5％＜東京以外 70.4％、20 代前

半層で東京 30.6％＜東京以外 51.3％、20 代後半層で東京 23.0％＜東京以外 39.3％、30 代

前半層で東京 22.7％＜東京以外 35.7％と、特に若い層で技能・労務従事者の割合が東京以外

で高かった。女性正社員、男性フリーター、女性フリーターは男性正社員ほどの大きな差は

見られなかった。 

 
図表５－１ 男性正社員職種（地域・年齢） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 学歴別にみると、学歴による差が大きく、男性フリーター、女性正社員、女性フリーター

においては、学歴ごとの差はあまり見られなかった。男性正社員では大卒以上でも技能・労

務従事者の割合は東京以外 15.1％＞東京 8.3％であり、大学教育を受けても職種の選択の幅

が限られていることがうかがわれる。 
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15時間
未満

15-19
時間
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時間
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時間

30-34
時間

35-42
時間

43-45
時間

46-48
時間

49-59
時間

60時間
以上 不詳 合計

東京以外 0.4 0.0 0.2 0.5 1.2 26.4 13.2 24.2 21.7 12.2 0.0 100.0
東京 0.0 0.0 0.0 0.0 2.7 27.3 11.7 11.5 14.7 32.0 0.0 100.0
合計 0.4 0.2 0.1 0.4 1.3 26.4 13.1 23.4 21.2 13.5 0.0 100.0
東京以外 0.4 0.1 0.1 0.3 1.0 23.8 14.7 18.5 24.8 16.3 0.1 100.0
東京 1.7 0.2 0.0 0.4 0.6 20.9 13.8 9.5 24.3 27.5 1.0 100.0
合計 0.5 0.1 0.1 0.3 0.9 23.5 14.6 17.7 24.8 17.3 0.2 100.0
東京以外 0.3 0.1 0.1 0.2 0.7 21.7 13.9 16.9 25.3 20.6 0.2 100.0
東京 0.6 0.2 0.0 0.1 0.5 20.8 14.5 13.6 25.4 24.1 0.2 100.0
合計 0.3 0.1 0.1 0.2 0.7 21.6 14.0 16.5 25.3 21.0 0.2 100.0
東京以外 0.3 0.1 0.1 0.2 0.5 21.5 13.5 15.5 26.5 21.5 0.1 100.0
東京 0.6 0.1 0.1 0.3 1.1 15.5 14.9 13.5 29.3 24.8 0.0 100.0
合計 0.4 0.1 0.1 0.3 0.6 20.9 13.7 15.3 26.8 21.9 0.1 100.0

15-19歳

20-24歳

25-29歳

30-34歳

15時間
未満

15-19
時間

20-21
時間

22-29
時間

30-34
時間

35-42
時間

43-45
時間

46-48
時間

49-59
時間

60時間
以上 不詳 合計

東京以外 0.8 0.3 0.3 0.5 1.1 14.7 9.8 23.1 28.6 20.5 0.2 100.0
東京 3.1 0.0 0.0 0.0 2.5 12.7 7.2 16.9 26.7 30.8 0.0 100.0
合計 0.9 0.3 0.3 0.5 1.2 14.6 9.7 22.7 28.5 21.2 0.2 100.0
東京以外 0.4 0.2 0.1 0.2 0.8 23.3 14.4 18.6 24.1 17.7 0.2 100.0
東京 0.6 0.2 0.1 0.1 1.3 19.6 14.5 14.2 23.9 24.9 0.6 100.0
合計 0.4 0.2 0.1 0.2 0.8 23.0 14.4 18.3 24.1 18.2 0.2 100.0
東京以外 0.3 0.1 0.0 0.4 0.9 21.9 15.1 16.1 25.3 19.7 0.1 100.0
東京 1.6 0.4 0.0 0.6 0.0 22.7 15.0 10.8 23.4 25.1 0.4 100.0
合計 0.5 0.1 0.0 0.4 0.8 22.0 15.1 15.6 25.1 20.2 0.2 100.0
東京以外 0.2 0.1 0.1 0.1 0.3 21.9 13.3 13.2 27.4 23.4 0.1 100.0
東京 0.3 0.1 0.0 0.3 0.6 17.4 14.9 12.3 29.5 24.7 0.0 100.0
合計 0.2 0.1 0.1 0.2 0.3 21.2 13.6 13.0 27.7 23.6 0.1 100.0
東京以外 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 28.8 4.4 34.5 7.5 24.8 0.0 100.0
東京 18.9 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 16.6 33.7 30.9 0.0 0.0 100.0
合計 8.9 0.0 0.0 0.0 0.0 15.3 10.1 34.1 18.5 13.2 0.0 100.0

不詳

高卒

短大・
高専卒

大学・
大学院

中卒・
高校中
退

２．週間就業時間 

 まず年齢別の週間就業時間をみると、差が見られたのは男性正社員であり、年齢を統制し

ても東京の長時間働く労働者の割合が高い。女性正社員は男性ほどの差がなかった。男性フ

リーターや女性フリーターは地域別にはあまり差がない。 

 
図表５－２ 男性正社員 有業者週間就業時間（地域別・年齢別） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 学歴別に分析すると、男性正社員でも大卒以上では地域による差はあまりみられず、東京

以外でも大卒者の長時間労働者が一定数を占めた。また男性フリーターでやや東京の大卒長

時間労働者が多かったものの、女性正社員や女性フリーターでは地域による差はあまり見ら

れなかった。 

 
図表５－３ 男性正社員 週間就業時間（地域・学歴） 
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３．小括 

 以上、東京と東京以外の地域について比較を行った。 
職種については地域による違いがみられ、専門的・技術的職業従事者が東京で多く、技能・

労務従業者は地方で多かった。年齢別に見ると、東京以外の若い層で技能・労務従事者の割

合が高かった。学歴別に見ると、地域による違いは小さくなったが、東京以外では、大学教

育を受けても職種の選択の幅が限られていることがうかがわれる。 
年齢別の週間就業時間をみると、差が見られたのは男性正社員であり、年齢を統制しても

東京の長時間働く労働者の割合が高い。しかし学歴別にみると、大卒以上の男性正社員にお

いては地域による差はあまりみられず、東京以外でも大卒者の長時間労働者が一定数を占め

た。 
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